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（注） ・ 算出に用いた免許人口は、各年12月末の値である。
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高齢運転者による交通死亡事故に係る分析

※平成 31 年 2 月 14 日警察庁交通局発表　資料「平成 30 年における交通死亡事故の特徴等について」より抜粋

１．交通環境について（ア）歩行者の安全対策

２．災害に対する備えについて（イ）火災対策（ウ）消防団の役割（団員の確保）

■表１：消防局による立入検査等の実施状況

政新会　田中 正剛
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平成 31 年 6 月 25 日（火）

■表２：消防団の年齢層別人数、充足率、平均年齢の推移

26年比
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

20歳未満 5 0.7 2 0.3 3 0.4 2 0.3 1 0.1 -4
20～24歳 24 3.3 28 3.8 25 3.4 22 3.1 18 2.6 -6
25～29歳 31 4.3 26 3.6 32 4.4 29 4.0 24 3.4 -7
30～34歳 61 8.4 58 8.0 50 6.8 60 8.3 55 7.9 -6
35～39歳 89 12.2 85 11.7 79 10.8 73 10.1 73 10.5 -16
40～44歳 127 17.4 131 18.0 115 15.7 117 16.3 116 16.6 -11
45～49歳 120 16.5 117 16.0 136 18.6 131 18.2 111 15.9 -9
50～54歳 107 14.7 108 14.8 103 14.1 102 14.2 112 16.0 5
55～59歳 57 7.8 61 8.4 74 10.1 74 10.3 83 11.9 26
60歳以上 108 14.8 113 15.5 114 15.6 110 15.3 105 15.0 -3
合計 729 729 731 720 698 -31
充足率 96.56 96.56 96.82 95.36 92.45
平均年齢
全国平均年齢

定員755名

40.8歳39.9歳 41.2歳- -

平成26年

46歳 46歳4ヶ月 47歳 46歳11ヶ月 47歳4ヶ月

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

防火対象物 危険物施設 少量危険物施設 指定可燃物施設 合計

平成29年度 5,452 242 181 53 5,928 300 0 732 2,381
平成28年度 5,527 230 126 71 5,954 312 4 647 2,426
平成27年度 5,136 251 175 22 5,584 329 5 610 3,503
平成26年度 4,264 233 96 48 4,641 454 4 454 3,674
平成25年度 3,686 272 76 15 4,049 355 5 504 3,269

26,156 1,750 18 15,253

消防用
設備検査
（棟数）

住宅防災診断
（世帯数）

5年間　累計

立入検査（実施数）
消防用設備設置

指導件数
違反処理
（件数）


